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家濃とは何か ?
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物語

学校の授業で、お母さんの仕事について作文を

書くことになつた愛理 (小 6)。

友達の果歩は、ケーキ屋で働いている母親の

ことをパティシエだと嘘の作文を書いた。

別の友人の真由は トンカツ屋で働く母親のこと

を作文に書きたくないという。

これまで母親の仕事について、あまり意識 して

いなかつた愛理だつたが、自分の母親が清掃員の

仕事をしていることが恥ずかしく感 じた。

仕事から帰つてきた母親に、つい冷たく当たつ

てしまう愛理。

その夜、母親は トイレに落ちていたぬいぐるみ

を洗つている。 トイレの掃除をしている母親を

思い浮かべ、その母親の手に嫌悪感を感 じてしま

う愛理。

翌朝、母親が握つてくれたおにぎりを食べない

愛理。子ども部屋の愛理の作文を知つていた姉の

萌美にたしなめられ、飛び出していく愛理。

夕方、愛理が家に帰ると、学校に行かなかつた

ことがすでにばれていて、母親に問いつめられる。

愛理は、母親の仕事が汚いから、恥ずかしくて

学校に行かなかつたと、母親を責めてしまう。

愛理の気持ちに、ショックを受ける母親。

次の日、姉の萌美はいやがる愛理を、母親の

仕事場に連れて行く。

そこでは、雑踏の中で一生懸命に働 く母の姿が

あつた。見るに堪えられなくなつた愛理は、立ち

去ろうとする。

そのとき、小さな女の子の「ありがとう !」 の

声が聞こえてくる。

母親が洗つていたぬいぐるみの持ち主だ。

女の子のうれ しそうな顔。

ぬいぐるみを渡す母親もうれしそうだ。

萌美は、なぜ母親がこの仕事を始めたかを

愛理に話 し始める。

それは、父親を亡くし、愛理や萌美を育て

学校に行かせるためなのだ。

「私たちのために働く母親が恥ずかしい ?」

母親は笑顔で挨拶を交わ しながら、凛として

掃除を続けている。

その姿を見た愛理は、そんな母親を恥ずかしく

感 じる自分の心が、差別を生み出すのだと知る。

愛理は、自分のお母さんが清掃員だと友達に

告げる。果歩と真由は、そんなこと気にする方が

おかしいと愛理の手を取る。

愛理は、作文に「私も大人になつたら、お母さ

んのようにやりがいのある仕事をした」いと書い

た。
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道徳 ・ 特 別活 動
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